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高燃焼度燃料の改良点

被覆管材料
　ジルカロイ－４

　

　高燃焼度燃料用の
ジルコニウム基合金

ペレット密度
理論密度の約９５％

理論密度の約９７％
 （ｶﾞﾄﾞﾘﾆｱ入りﾍﾟﾚｯﾄは
　 理論密度の約９６％）

ウラン２３５濃縮度
　約４．０～約３．４ｗｔ％

約４．６ｗｔ％以下

ガドリニア入りペレットの
ガドリニア濃度

約６ｗｔ％

約１０ｗｔ％以下

高浜発電所１，２号機における高燃焼度（55,000MWd/t）燃料の導入について

　

　 使用済燃料の発生量を低減し、原子燃料サイクルへの負担を軽減するために、高燃焼度燃料
を導入する。

導入目的

耐食性向上
　　　のため

炉内の
出力分布を
平坦化するため

ウラン235
装荷量を
増やすため

ウラン装荷量を
増やすため

図ー１

【高燃焼度燃料導入実績】

＜大飯発電所＞
　１～４号機導入済
＜美浜発電所＞
　３号機導入手続中


